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〔
告

示
〕

〇
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
件

（
内
閣
府
一
九
七
〜
二
二
七
）

J

〇
地
域
再
生
計
画
の
変
更
を
認
定
し
た
件

（
同
二
二
八
〜
二
三
四
）

M

〇
株
式
会
社
企
業
再
生
支
援
機
構
支
援
基
準

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（
内
閣
府
・
総
務
・
財
務
・
厚
生
労
働
・

経
済
産
業
一
）

N

〇
肥
料
の
登
録
の
有
効
期
間
を
更
新
し
た
件

（
農
林
水
産
一
七
六
六
、
一
七
六
八
、
一

七
七
〇
）

O

〇
肥
料
の
名
称
の
変
更
に
係
る
届
出
が
あ
っ

た
件
（
同
一
七
六
七
）

J
I

〇
生
産
業
者
又
は
輸
入
業
者
の
住
所
の
変
更

に
係
る
届
出
が
あ
っ
た
件（
同
一
七
六
九
）

J
L

〇
生
産
業
者
の
住
所
の
変
更
に
係
る
届
出
が

あ
っ
た
件
（
同
一
七
七
一
）

J
P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
東
北
地
方
整
備
局
一
二
一
、
一
二
二
）

〇
住
宅
の
品
質
確
保
の
促
進
等
に
関
す
る
法

律
の
規
定
に
よ
り
登
録
住
宅
性
能
評
価
機

関
の
名
称
等
を
変
更
し
た
件（
同
一
二
三
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
関
東
地
方
整
備
局
二
五
二
〜
二
五
七
）

J
P

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
北
陸
地
方
整
備
局
七
六
）

J
Q

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
中
国
地
方
整
備
局
九
三
、
九
四
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
四
国
地
方
整
備
局
一
〇
六
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
九
州
地
方
整
備
局
一
一
九
、
一
二
〇
）

J
R

〇
道
路
に
関
す
る
件（
北
海
道
開
発
局
七
七
）

〇
道
路
に
関
す
る
件

（
沖
縄
総
合
事
務
局
三
六
〜
三
八
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

裁
判
所

破
産
、
免
責
、
再
生
関
係

K
I

特
殊
法
人
等

独
立
行
政
法
人
日
本
ス
ポ
ー
ツ
振
興
セ
ン

タ
ー
公
開
デ
ザ
イ
ン
競
技
の
手
続
開
始
、

独
立
行
政
法
人
製
品
評
価
技
術
基
盤
機
構

計
量
法
第
百
四
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
く
登
録
、
独
立
行
政
法
人
国
際
協
力

機
構
平
成
二
十
三
事
業
年
度
決
算
（
有
償

資
金
協
力
勘
定
・
一
般
勘
定
）、
阪
神
高

速
道
路
株
式
会
社
料
金
の
額
及
び
徴
収
期

間
の
変
更
、
生
命
保
険
契
約
者
保
護
機
構

平
成
二
十
三
年
度
決
算
、
地
方
公
務
員
共

済
組
合
連
合
会
、
厚
生
年
金
基
金
変
更
関

係

O
Q

地
方
公
共
団
体

行
旅
死
亡
人
関
係

J
I
K

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
内
閣
府
告
示
第
百
九
十
七
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十

八
日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

函
館
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

新
函
館
市
雇
用
創
出
計

画
〜
函
館
経
済
の
再
生
を
目
指
し
た
ま
ち
づ
く
り
と
雇

用
創
出
〜

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

函
館
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
地
域
再
生
支
援
利

子
補
給
金
（
三
の
五
|
）
及
び
実
践
型
地
域
雇
用
創
造

事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
百
九
十
八
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十

八
日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

北
海
道
沙
流

郡
平
取
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
輝
く
び
ら
と
り
未
来
に

つ
な
ご
う
」
産
業
創
造
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

北
海
道
沙
流
郡
平

取
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
実
践
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
百
九
十
九
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十

八
日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

青
森
県
西
津

軽
郡
深
浦
町

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
６
次
産
業
化
と
健

康
・
自
然
・
食
の
融
合
に
よ
る
雇
用
創
出
計
画

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

青
森
県
西
津
軽
郡

深
浦
町
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
実
践
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十

八
日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

横
手
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

地
域
の
６
次
産
業
化
の
推

進
に
よ
る
産
業
活
性
化
と
新
た
な
雇
用
創
出
プ
ラ
ン

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

横
手
市
の
全
域

四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
実
践
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
（
三
の
六
）

〇
内
閣
府
告
示
第
二
百
一
号

地
域
再
生
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
二
十
四
号
）
第
五

条
第
九
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
平
成
二
十
四
年
六
月
二
十

八
日
付
け
で
地
域
再
生
計
画
を
認
定
し
た
の
で
、
次
の
と

お
り
公
示
す
る
。

平
成
二
十
四
年
七
月
二
十
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

一

地
域
再
生
計
画
の
作
成
主
体
の
名
称

由
利
本
荘
市

二

地
域
再
生
計
画
の
名
称

「
鳥
海
山
の
恵
」
ふ
る
さ

と
雇
用
創
造
大
作
戦

三

地
域
再
生
計
画
の
区
域
の
範
囲

由
利
本
荘
市
の
全

域
四

基
本
方
針
（
地
域
再
生
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す

る
地
域
再
生
基
本
方
針
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）に
定
め

る
支
援
措
置
の
う
ち
、
地
域
再
生
計
画
の
目
標
を
達
成

す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
（
番
号
に
つ
い
て
は
、
基
本

方
針
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。）
実
践
型
地
域
雇
用

創
造
事
業
（
三
の
六
）
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